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(1) 動機：近年，小型の無人航空機（ドローン）を，斜面

崩壊地の地形計測等に活用する研究が多数行わ

れている．しかし，斜面崩壊発生後，経時的に崩壊

跡地をモニタリングし，その変化を明らかにする研

究はまだ少ない．崩壊跡地は，徐々に植生が回復

する一方で，長期的には次の崩壊リスクに繋がる

可能性がある．よって，崩壊跡地のモニタリングは，

植生景観と近未来に発生するであろう土砂災害リ

スク評価の観点からも重要である． 
 本研究では，崩壊発生後の斜面において，ドロ

ーンを用いて高精細な低空空撮画像・地形データ

を取得し，崩壊跡地と植生回復状況をモニタリング

した．  
(2) 方法：対象地域は，熊本県阿蘇山の草地斜面であ

る．阿蘇山では，過去繰り返し，降雨や地震に伴う

斜面崩壊が発生してきた（例えば，1990 年豪雨， 
2001 年豪雨， 2012 年豪雨，2016 年熊本地震）．

このため著者らは，2012 年豪雨と 2016 年熊本地

震に伴う斜面崩壊地の分析を行ってきた（齋藤ほ

か，2016; Saito et al. 2018）．本研究は，新たに崩壊

跡地の継時変化や植生回復状況を明らかにするも

のである． 
 2014 年以降，年 2 回以上の頻度で，現地調査及

び ド ロ ー ン を 用 い て 可 視 ・ 近 赤 外 域 の 画 像

（RedEdge, YubaFlex）を取得した．これらの画像か

ら，SfM（Structure from Motion）多視点ステレオ写

真測量（Agisoft Metashape）を用いて，空間解像度

約 10 cm のオルソ画像と地形データを取得した．そ

して，崩壊跡地の地形変化を計測すると共に，植

生指標（NDVI: Normalized Difference Vegetation 
Index, GRVI: Green-Red Vegetation Index 等）に基

づき，崩壊地内での植生状態の変化をモニタリン

グした．なお，対象とした崩壊地では，対策工事や

人為的な播種は行われていない． 
(3) 結果：予察的分析の結果，2012 年豪雨に伴う崩壊

地では，2014 年には崩壊跡地面積の約 36%が植

生で被覆された．その後，一部の崩壊跡地におい

て，2016 年熊本地震に伴い滑落崖附近が崩壊し

た（図 1a）．また 2016 年には，2012 年豪雨の崩壊

跡地での植生被覆率は約 40%であった．その後，

2019 年には崩壊跡地の植生被覆率は約 70%に達

し，ススキを主体とする草本類だけでなく木本類も

多く見られた（図 1b）．その一方で，崩壊跡地での

植生の空間分布や被覆率，植生状態は一様でなく，

各崩壊地の斜面方位や傾斜，また崩壊地内の微

地形によって異なっていることが示唆された． 
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図 1：崩壊跡地周辺の空中写真．（a） 2016 年 5 月（2016 年熊本地震後），（b）2019 年 8 月．破線ポリゴンは

2012 年豪雨に伴う斜面崩壊地． 


